
　使徒言行録2章に描かれたペンテコステとは神さま、イエスさ

まの霊である聖霊がはげしく降るという出来事です。イエスさま

は復活されたあと、弟子たちの前に姿をあらわされ、ともに過ご

されました。そして40日後、天にのぼられたのです。弟子たち

は死を打ち破って復活なさった主イエスが、この先も自分たち

と一緒にいてくれるのではないかと期待していたと思います。け

れども主イエスは、自分たちのもとから遠く離れた天へと昇って

いかれたのでした。

　しかしイエスさまは弟子たちのことを見捨てて、天に行かれた

のではありません。弟子たちはイエスさまが天に昇られる前に

言われた、「前に私から聞いた、父の約束されたものを待ちなさ

い。」という言葉を信じて祈り続けました。

　2章1節の「一同が一つになって集っている」、これは弟子たち

が心をひとつにして、約束された聖霊がくだるのを祈っていた

ことを表すものです。そして約束された聖霊が弟子たちの上に

くだると、それまでイエスさまに頼りきりだった彼らが全く変えら

れ、神の言葉を自ら語る者になったのです。その言葉によっ

て、聞いていた人たちのうちの多くが自分の罪に気づかされ、

その罪から救われたいとねがったのです。そしてイエスさまの

名によって洗礼をうけたひとが3000人与えられました。これが

教会のたんじょうした瞬間なのです。

　イエス・キリストは目に見えなくなりました。けれども聖霊の力

を受けた人たちが、力をうけて神の言葉を伝えるようになったの

です。このとき生まれた教会の命は、その後の苦しいできごと

中でも絶えることはありませんでした。逆に世界中に広がり、そ

して今、遠くはなれた日本でも息づき、わたしたちの教会もたん

じょうしたことを覚えていましょう。（終）

□６月８日説教（隅野徹牧師）短縮版
「教会のたんじょう」(使徒言行録２：３７～４２)


